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1. 2022年3月期第1四半期の業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 6,810 79.3 806 509.1 765 724.1 517 684.2

2021年3月期第1四半期 3,798 △17.0 132 △37.8 92 △43.7 66 △40.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 82.05 81.01

2021年3月期第1四半期 10.49 10.33

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 21,594 8,493 39.2

2021年3月期 20,558 8,101 39.2

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 8,455百万円 2021年3月期 8,063百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 19.00 ― 20.00 39.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 23.00 ― 24.00 47.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,400 26.4 1,440 147.9 1,350 159.7 955 164.5 150.15

通期 23,000 13.5 1,640 11.4 1,440 7.8 990 5.9 156.84

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

業績予想の修正につきましては、本日（2021年７月30日）公表しました「第２四半期累計期間における業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（追加情報）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 6,379,100 株 2021年3月期 6,379,100 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 66,800 株 2021年3月期 66,800 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 6,312,300 株 2021年3月期1Q 6,296,140 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因で大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績

予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大について未だ収束時期が見

通せない中で、先行き不透明な状況が継続しております。

　当社が属する中古住宅流通市場におきましては、公益財団法人東日本不動産流通機構（東日本レインズ）による

と、首都圏の中古マンションの６月度の成約件数は3,262件となり、４ヶ月連続で前年同月を上回りました。ま

た、６月度の成約㎡単価は前年同月比11.1％の上昇となり14ヶ月連続、成約価格は前年同月比9.4％の上昇となり

13ヶ月連続で前年同月を上回りました。

　当社の主たる事業である中古住宅再生事業におきましては、コロナ禍におけるテレワークをはじめとする生活ス

タイルの変化や在宅時間の増加を背景に、中古住宅の需要は高まりを見せております。このような状況下、当社の

当第１四半期累計期間における居住用物件の販売件数は、前年同四半期累計期間の192件から272件（前年同四半期

比41.7％増）となりました。また、居住用物件のほか、収益用物件として一棟マンション２棟の販売等がありまし

た。

　一方、中古住宅市場が活況を呈していることを受けて市中在庫が減少しており、物件仕入情報も減少している中

ではありますが、当社の当第１四半期累計期間における居住用物件の仕入件数は254件（前年同四半期比91.0％

増）となり、緊急事態宣言下にあった前年同四半期累計期間の133件から大きく増加しております。

　また、利益面については、売上総利益率が前年同四半期累計期間の16.3％を大きく上回る20.6％となりました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は6,810百万円（前年同四半期比79.3％増）、営業利益は806

百万円（同509.1％増）、経常利益は765百万円（同724.1％増）、四半期純利益は517百万円（同684.2％増）とな

りました。

　事業別の状況は次のとおりであります。

＜中古住宅再生事業＞

　中古住宅再生事業におきましては、居住用物件による売上が5,911百万円、収益用物件による売上が773百万円と

なり、物件販売による売上高は6,684百万円となりました。また、収益用物件の保有期間中の賃貸収入は46百万円

となりました。その結果、当第１四半期累計期間における中古住宅再生事業の売上高は6,753百万円（前年同四半

期比79.5％増）となりました。

＜その他不動産事業＞

　その他不動産事業におきましては、賃貸用不動産の賃貸収入等によって、当第１四半期累計期間における売上高

は56百万円（前年同四半期比58.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期会計期間末における流動資産は、18,550百万円となり、前事業年度末の17,561百万円から988百万

円の増加となりました。これは主に、現金及び預金が1,071百万円、仕掛販売用不動産が391百万円増加した一方

で、販売用不動産が632百万円減少したことによります。

　当第１四半期会計期間末における固定資産は、3,044百万円となり、前事業年度末の2,997百万円から47百万円の

増加となりました。これは主に、投資その他の資産が66百万円増加したことによります。

　当第１四半期会計期間末における流動負債は、9,187百万円となり、前事業年度末の8,288百万円から898百万円

の増加となりました。これは主に、短期借入金が999百万円増加したことによります。

　当第１四半期会計期間末における固定負債は、3,913百万円となり、前事業年度末の4,167百万円から254百万円

の減少となりました。これは主に、長期借入金が254百万円減少したことによります。

　当第１四半期会計期間末における純資産は、8,493百万円となり、前事業年度末の8,101百万円から391百万円の

増加となりました。これは、利益剰余金が391百万円増加したことによります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第２四半期累計期間の業績予想につきましては、2021年7月30日公表の「第２四半期累計期間における業績予

想の修正に関するお知らせ」のとおりであります。

　なお、通期の業績予想につきましては、現在下期の業績動向を精査中のため、期初に公表した予想値を据え置い

ております。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,539,982 6,611,303

販売用不動産 7,970,759 7,338,532

仕掛販売用不動産 3,654,983 4,046,560

貯蔵品 919 856

その他 394,559 553,062

貸倒引当金 △23 △300

流動資産合計 17,561,181 18,550,015

固定資産

有形固定資産

その他（純額） 2,763,828 2,745,237

有形固定資産合計 2,763,828 2,745,237

無形固定資産 3,297 2,806

投資その他の資産

その他 230,652 296,924

貸倒引当金 △364 △382

投資その他の資産合計 230,288 296,542

固定資産合計 2,997,415 3,044,586

資産合計 20,558,596 21,594,601

負債の部

流動負債

買掛金 421,046 429,428

短期借入金 5,375,127 6,374,662

１年内償還予定の社債 1,020,000 1,020,000

１年内返済予定の長期借入金 725,258 750,899

未払法人税等 228,897 241,951

賞与引当金 - 32,507

完成工事補償引当金 17,319 18,906

その他 501,239 319,089

流動負債合計 8,288,889 9,187,445

固定負債

長期借入金 4,060,966 3,806,228

役員退職慰労引当金 57,749 57,749

その他 49,213 49,707

固定負債合計 4,167,929 3,913,685

負債合計 12,456,818 13,101,131

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 836,528 836,528

資本剰余金 817,451 817,451

利益剰余金 6,456,028 6,847,720

自己株式 △46,042 △46,042

株主資本合計 8,063,965 8,455,657

新株予約権 37,812 37,812

純資産合計 8,101,778 8,493,470

負債純資産合計 20,558,596 21,594,601
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

売上高 3,798,507 6,810,115

売上原価 3,179,118 5,407,077

売上総利益 619,388 1,403,038

販売費及び一般管理費 487,035 596,924

営業利益 132,352 806,113

営業外収益

受取利息 23 9

受取配当金 1,151 751

助成金収入 － 1,315

その他 359 637

営業外収益合計 1,534 2,713

営業外費用

支払利息 32,870 33,309

支払手数料 8,150 9,967

その他 － 256

営業外費用合計 41,020 43,533

経常利益 92,866 765,293

税引前四半期純利益 92,866 765,293

法人税、住民税及び事業税 5,307 228,374

法人税等調整額 21,516 18,981

法人税等合計 26,823 247,355

四半期純利益 66,043 517,938

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（追加情報）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

またはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、利益剰余金の当第１四半期会計期間の期首残高へ与える影響はありません。

　また、当第１四半期会計期間の損益に与える影響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はあり

ません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

　当社は不動産事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

　当社は不動産事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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